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地域脱炭素ステップアップ講座 開催目的と全体構成

◼ 地域脱炭素ステップアップ講座の目的

• 第１回～第３回の講座を通じて、地域課題を解決し、地域の魅力と質の向上に資する地域脱炭素実現に向けた事業について、具体的に検討
を進めていただく。 （事業スキームや事業実施に向けた庁内・庁外との体制の構築等）

• 講座で体験したプロセスを踏まえ、地域脱炭素実現に向けた事業について今後継続して検討・実施いただくため、地域としてどのように脱炭素を実
現していくのかについて公的に示す「地方公共団体実行計画」策定の重要性やその流れについて認知していただく。

回次 第1回 第2回 ～ 第3回

概要

① 地域脱炭素実現の背景や
必要性

② 温暖化対策実行計画の策
定

③ 地域課題解決×脱炭素の
取組を行う意義

① 自地域の課題理解
② 脱炭素の現状の把握
③ 脱炭素に向けた取り組みの
検討

① 第2回検討事業の実現に向
けた詳細な検討（各市町
村）

② 県・事務局は伴走して支援
（自治体の事例や民間事
業者 によるサービスの紹介
等）

① 事務事業編の取組意義や
影響について改めご理解い
ただく。

② 事務事業編の取組プロセス
の体験及び削減インパクト、
地域への影響を考慮した施
策の検討を行う。

対象
• 市町環境部局の温暖化対策
業務の担当者 等

• 市町環境部局の温暖化対策
業務の担当者

• 市町村のその他の関連部局
の担当者 等

ー

• 市町環境部局の温暖化対策
業務の担当者

• 市町環境部局の幹部職員
等

時期 • 8月７日 • 9月28日 • 10月～12月 • 1月30日

年間スケジュール
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第3回 ワークショップの流れ

◼ 第3回 ワークショップの目的

• 第3回の講座では、ワークショップ形式の講座を通じて、自らの地域で地域脱炭素を実現する具体的な取組(特に今回は事務事業編)

について検討を進めていただきます。

• 特に今回は「事務事業編の取組にあたってのインプット」と「自地域の事務事業編の事業づくりプロセス体験」がメインとなります。

内容 1．はじめに ２．事務事業編の取組ワークショップ ３．まとめ

概要 事務事業編の取組意義

① 自己紹介
② 排出量削減に向けた事務事業編の内容整理
③ 不足する項目での施策検討
④ 取り組みたい事業スキームの検討

グループからの発表
補助金や支援制度の紹介

使用資料 • なし（本書）
• ワークシート
• 事例集

• なし（本書）

所要時間 • 20分 • 110分 • 40分

本日のワーク（約170分）
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１．事務事業編の取組意義
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地球温暖化対策の推進に関する法律（温対法）の概要



7地域脱炭素ステップアップ講座

地方公共団体実行計画と関連する法令・計画等の関係

■地方公共団体は、地球温暖化対策推進法に基づき、
地球温暖化対策計画に即して、地方公共団体実行計画を策定するものとされている。

■地球温暖化対策計画は、地方公共団体に対して、地方公共団体実行計画（事務事業編）において、
政府実行計画に準じて取組を行うことを求めている。

■国（環境省）は、地球温暖化対策推進法等に基づき、地方公共団体に対して、
技術的助言として、地方公共団体実行計画策定・実施マニュアルを策定している。
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地方公共団体実行計画(事務事業編)への記載内容①

対象範囲

公共施設における再エネ・省エネ設備導入や公用車の電動車化など、
自らの事務及び事業の全てが対象

削減目標

■地球温暖化対策計画において、事務事業編に関する取組は、
政府実行計画に準じて取り組むこととされているため、 2030 年度の削減目標について、 
各地方公共団体においては、原則として
政府実行計画の目標（ 2013 年度比 50 ％削減）を踏まえた目標設定を行うことが望ましい。

地方公共団体 区分 温室効果ガス排出量の目標値

山梨県 都道府県 2013年度比で 2030 年度までに 58% 削減

甲府市 中核市 2013年度比で 2030 年度までに 46% 削減
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地方公共団体実行計画(事務事業編)への記載内容②

実施措置
国が政府実行計画に基づき実施する取組に準じて、率先的な取
組を実施する。(下記 「政府実行計画」での実行すべき措置について定める計画)
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事務事業編の取組手順

１.事務事業編の策定に向けた体制づくり

2.基本的事項の検討

3.基礎データの整備

4.「温室効果ガス総排出量」
の把握

5.温室効果ガスの排出量
削減目標の検討

6. 目標達成に向けた
具体的な措置の検討

7. .進捗管理の仕組みの検討

８. .計画の策定及び公表

地方公共団体実行計画（事務事業編）算定・実施マニュアル（簡易版）p24参照
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計画策定にあたっての支援サイト・補助ツールのご紹介

■環境省では、地方公共団体が「地方公共団体実行計画」の策定・実施等に際して有益な情報を提供する
「地方公共団体実行計画策定・実施支援サイト」を開設。
■支援サイトでは国の技術的助言である地方公共団体実行計画策定・実施マニュアル、地方公共団体の取
組事例や自治体排出量カルテ等の各種ツール類等を発信。

出典：地方公共団体実行
計画策定・実施支援サイト
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計画策定にあたっての支援サイト・補助ツールのご紹介

事務事業編のひな型

事務事業編を策定したことのない小規模な市町村向けに、
簡素な事務事業編の在り方を例示するものです。

温室効果ガス排出量
算定支援システム

総排出量の算定・管理の支援等を目的としたシステムで、
『地方公共団体実行計画策定・管理等支援システム
「Local Action Plan Supporting System（通称 LAPSS）』のことを言います。

実行計画の策定・運用に係る事務負担の軽減や、排出量算定精度の向上が見込まれます。
また、実行計画のPDCAサイクル高度化に向けた、各団体のニーズに合った情報提供も行っています。

太陽光発電設置可能性
簡易判定ツール

再エネ・省エネ措置
かんたん検討ツール

➡全て環境省HP（「策定・実施マニュアル・ツール類｜事務事業編」）よりご利用いただけます。
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事務事業編策定・実施に取り組むことで得られる効果

取り組むことで得られる効果

事務事業編策定による効果の波及イメージ
（出典：地方公共団体実行計画（事務事業編）策
定・実施マニュアル（本編）p.8 図1-2）
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自治体による計画作成例

神奈川県厚木市

政府実行計画に基づいた事務事業編の計画策定を実施

出典:厚木市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）
https://www.city.atsugi.kanagawa.jp/material/files/gr
oup/34/jimujigyou202303.pdf
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自治体による計画作成例

神奈川県厚木市

出典：環境省 重点対策加速化事業 計画概要
https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/assets/grants/R4-juten-taisaku-kasokuka-jigyo-gaiyou-rev1.pdf#page=30
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自治体による計画作成例

愛知県岡崎市

政府実行計画に基づいた事務事業編の計画策定を実施

出典:岡崎市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）
第５期（令和３年度～７年度）本編
https://www.city.okazaki.lg.jp/1550/1564/1621/p022
608_d/fil/zimuzigyou.pdf



17地域脱炭素ステップアップ講座

自治体による計画作成例

出典：公共施設等の脱炭素化の先行事例
https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/assets/examples/chiiki-datsutanso-senkou-jirei-202308.pdf#page=31

愛知県岡崎市
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参考：政府実行計画 詳細

参照：政府がその事務及び事業に関し温室効果ガスの排出の削減等のため実行すべき措置について定める計画 
https://www.env.go.jp/content/900449122.pdf

政府実行計画内に具体的な措置の内容についても記載があるため計画の参考にしていただけます。
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２．事務事業編の取組ワークショップ
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自己紹介

有福 英幸
株式会社フューチャーセッションズ
代表取締役社長

大手広告会社にて、企業のブランディングやデジタルコミュニケーションに従事。デジ
タルクリエイティブの新しい表現に挑戦し、CannesやOneShowなど国内外の広
告賞を多数受賞。またサステナブルな社会を目指すwebマガジンを発刊、編集長と
して運営を手掛ける。メディアの知見を活かし、より社会的なインパクトを創出すべく、
2012年にフューチャーセッションズ設立。2019年7月より代表に就任。

関心領域は、エネルギー、食。

つくりたい未来：
次世代が今よりもよくなる可能性を感じられる社会
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お願い

ワークの時間が終了したら、
ファシリテーターが手をあげます。

それに気付いた人は、手をあげて、
話をそこでやめてください。

全員が手をあげて、会場全体が静かになるまで、
手をあげていてください。
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自己紹介

◼ ワークを始める前に

• 自己紹介をして、今回のワークを共に行うチームメンバーの理解をしましょう。

• 一人１～２分程度で下記内容について自己紹介しましょう。

自己紹介の内容

１ 自治体名・所属名・氏名

２ 会に参加しての今の気持ち

３ 今回の講座で期待していること
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ワーク：事務事業編の取組ワークショップ

◼ ワークの流れの説明

ワーク①

•自自治体の

事務事業編の取組の整理を政府実行計画に基づき実施。

グループ内でそれぞれの現状の取り組み内容をシェア

ワーク②

• ワーク①で不足していた項目について

庁内で関連する部署の洗い出しや進め方を検討。

グループ内でシェア

ワーク③

•事例集を参考に、自自治体で取り組みたい施策を検討。

グループ内でシェア

ワーク④

•取り組みたい事務事業編施策の連携体制、および地域への影響の検証。

•グループ内で代表者1名から発表いただきます

講義
•国の脱炭素事業支援メニューの紹介



24地域脱炭素ステップアップ講座

【注意事項】

本ワークでは、以下2点の資料を活用いたします。

・ワークシート1～3

・事務事業編 事例集

※使用するワーク時に配布いたします。

※これらの資料は運営にて印刷し、各テーブルごとに配布を行っております。

※筆記用具は各自ご持参いただいたものをご利用ください。

【注意事項】本ワークで使用する資料について
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【ワークシート】

現在取り組んでいるor取組予定の事務事業編施策と課題をカテゴリごとに書き出す。

第3回｜ワーク1 排出量削減に向けた事務事業編の内容整理 (20分)

1. 【ソロワーク】ワークシートのカテゴリごとに、自地域で現在取り組んでいるもしくは取り組み予定の

事務事業編の施策と課題を記入してみましょう。

2. 【グループワーク】 グループ内で「シート記載の内容」と「取り組む上での課題点」を共有しましょう。

3. グループ内での意見交換
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ワークシート １(A3) 自治体名： お名前:

現在取り組んでいるor次年度以降で取組予定の事務事業編施策

太陽光発電の導入 建築物のおける省エネ対策 電動車の導入

LED照明の導入 再生可能エネルギー電力調達
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第3回｜ワーク2 今後取り組む必要がある項目についての検討(20分)

1. 【ソロワーク】ワーク1をもとに、今後取り組む必要がある項目の進め方を検討しましょう。

2. 【グループワーク】ワークシートに書き出した進め方と、課題に感じていること等をグループで

共有しましょう。

３．グループ内での意見交換

【ワークシート】

① ワーク1のシートをもとに「現時点では自自治体で施策がない項目」「施策はあるが
数値計画がない項目」をそれぞれ1つずつ書き出す。

② ①で記載した項目の施策を進めていく、もしくは数値計画を策定するにあたり、庁内
で関連する部署や、数値・ノウハウ等の尋ね先を書き出す。

③ 施策を推進する上で想定される課題を書き出す。
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ワークシート ２(A4) 自治体名： お名前:

取り組み推進の検討

施策のない項目

関連する部署

施策を推進する上で想定される課題

ノウハウ不足の際の尋ね先（庁内外問わず）

施策はあるが数値計画がない項目
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休憩 （１０分間）
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第3回｜ワーク3 事務事業編の事例集の参照(20分)

1. 【ソロワーク】お手元の事務事業編の事例集を参照し、

「自自治体で取り組みたい施策」をシートに記載してみましょう。

2. 【グループワーク】 グループ内でシート記載内容と記載した理由を共有。

【ワークシート】

シート上に事務事業編の事例集を参照し、「自自治体で取り組みたい」施策について、
施設名等も含めて具体的に書き出す。

参考にしたい施策 自自治体で実施する場合の施策（具体的に）

・自治会館へのLED照明の敷設
（次年度以降で改修計画があるため）

・公用車の電動化+充電ポートの設置事業
（市内ガソリンスタンドの担い手確保）

・LED照明の体育館への敷設

・公用車の電動化

例
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ワークシート ３(A4) 自治体名： お名前:

取り組みたい事業の検討

参考にしたい施策 自自治体で実施する場合の施策（具体的に）
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第3回｜ワーク4 自地域で取り組みたい事業スキームの検討(30分)

1. 【ソロワーク】ワーク3で出た「取り組みたい施策」と連携が必要な部署を付箋に書き出しましょう。

2. 【ソロワーク】地域への波及効果も同時に付箋に書き出しましょう。

3. 【グループワーク】 グループ内で検討した施策に関して共有。

【ワークシート】

①ピンクの付箋に連携が必要な部署を書き出す。
②ブルーの付箋に地域への波及効果を書き出す。

地域への波及効果連携が必要な部署
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発表

（各グループで代表者1名ずつ）
～自自治体での今後の取組案について発表～
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補助金や支援制度の紹介
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第3回｜講演：補助金や支援制度の紹介

・環境省や各種省庁で実施をしている支援制度の参照の仕方をご案内いたします。
・自治体の独自予算のみでの実現が難しい事業などでぜひ参考にしてください。

脱炭素地域づくり支援サイト

地域脱炭素の取組に対する関係府省庁の主な支援ツール・枠組みを取りまとめたサイトになります。

各省庁横断での
支援メニューをカテゴリごとに
参照することが可能です。

https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/supports/#facility

https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/supports/#facility
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地域脱炭素移行・再エネ推進交付金
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実行計画策定支援

実行計画策定にあたっての各種マニュアルや事例集などが網羅されています。
（PPAの手引きや再エネ・省エネ措置検討ツールなどの各種ツール類も取り揃えております。）
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脱炭素化推進の事業債


	表紙
	スライド 0: 令和５年度山梨県地域脱炭素ステップアップ講座（第3回）
	スライド 1: 目次

	本日の流れ
	スライド 2: これまでの開催状況のふりかえりと、本日の進め方
	スライド 3: 地域脱炭素ステップアップ講座　開催目的と全体構成
	スライド 4: 第3回　ワークショップの流れ

	１．事務事業編の取組意義
	スライド 5: １．事務事業編の取組意義
	スライド 6: 地球温暖化対策の推進に関する法律（温対法）の概要
	スライド 7: 地方公共団体実行計画と関連する法令・計画等の関係
	スライド 8: 地方公共団体実行計画(事務事業編)への記載内容①
	スライド 9: 地方公共団体実行計画(事務事業編)への記載内容②
	スライド 10: 事務事業編の取組手順
	スライド 11: 計画策定にあたっての支援サイト・補助ツールのご紹介
	スライド 12: 計画策定にあたっての支援サイト・補助ツールのご紹介
	スライド 13: 事務事業編策定・実施に取り組むことで得られる効果
	スライド 14: 自治体による計画作成例
	スライド 15: 自治体による計画作成例
	スライド 16: 自治体による計画作成例
	スライド 17: 自治体による計画作成例
	スライド 18: 参考：政府実行計画　詳細

	2．事務事業編の取組ワークショップ
	スライド 19: ２．事務事業編の取組ワークショップ
	スライド 20: 自己紹介
	スライド 21: お願い
	スライド 22: 自己紹介
	スライド 23: ワーク：事務事業編の取組ワークショップ
	スライド 24: 【注意事項】本ワークで使用する資料について
	スライド 25: 第3回｜ワーク1　排出量削減に向けた事務事業編の内容整理 (20分)
	スライド 26
	スライド 27: 第3回｜ワーク2　今後取り組む必要がある項目についての検討(20分)
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30: 第3回｜ワーク3　事務事業編の事例集の参照(20分)
	スライド 31
	スライド 32: 第3回｜ワーク4　自地域で取り組みたい事業スキームの検討(30分)
	スライド 33: 発表  （各グループで代表者1名ずつ） ～自自治体での今後の取組案について発表～

	振り返り
	スライド 34: 補助金や支援制度の紹介
	スライド 35: 第3回｜講演：補助金や支援制度の紹介
	スライド 36: 第3回｜講演：補助金や支援制度の紹介
	スライド 37: 第3回｜講演：補助金や支援制度の紹介
	スライド 38: 第3回｜講演：補助金や支援制度の紹介


